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年度末報告書（実⾏団体） 
提 出 ⽇ ： 2023 年 3 ⽉ 31 ⽇ 
● 事 業 名 ： 若年シングルマザーを応援するシェルター⽀援事業 
● 資⾦分配団体 ： 公益財団法⼈オリオンビール奨学財団  
● 実 ⾏ 団 体 ： 株式会社アソシア 
＊報告対象期間：2022 年 4 ⽉~2023 年 3 ⽉末 
   
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 達成時
期 

現在の指標の達成状況 進捗

状況

＊ 

(1-1)若年妊産婦のシェルター設

置数 
シェルター設

置数 
1 か所 令和 3 年

10 ⽉ 
設置済み ２ 

(1-2)若年妊産婦のシェルター 

受け⼊れ⼈数 
⽀援機関への

リファー数 
12 ⼈ 

（事業初年度〜最終年度 

累計） 

令和 6 年

3 ⽉ 
令和 5 年３⽉現在の利⽤者数７名 

延べ利⽤者８名 

※1 ⼈が複数回利⽤することがあったため 

２ 

(2-1)若年妊産婦シェルター利⽤

者への⾷事提供回数 
提供回数 

 
1 ⽇ 3 ⾷ 令和 3 年

10 ⽉ 
⾷事提供⽇数 294 ⽇通算 

⾷事提供回数 707 回通算 

外泊・外出等の関係で昼⾷をとらない場合もあり、朝・⼣

の２⾷となることが多い。 

２ 
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(2-2)若年妊産婦のシェルター内

育児相談回数 
提供回数 

 
必要な時に気軽に聞ける

状態 
令和 3 年

10 ⽉ 
寮⺟・⽇中スタッフ配置  

提供回数 52 件 

２ 

(2-3)若年妊産婦のシェルター利

⽤者における医療機関との連携回

数 

 

対応件数 

 
必要な時に適切な医療機

関へリファーできる状態 
令和 3 年

10 ⽉ 

 

琉球⼤学付属病院が出産に関するケアを担当。病院同⾏、

ケース会議等の回数 

３４件 

２ 

(3-1)若年妊産婦のシェルター内

の育児相談の件数 
勉強会の回数 

 
⽉に 2 回〜3 回 

 
令和 3 年

10 ⽉ 

 

(2-2)において随時対応していることに加え、⼊居時点や

⼦供の状態がそれぞれ異なる為その都度の対応とならざ

るを得ない。勉強会として開催した件数 0 件 

４ 

(3-2)若年妊産婦に対する PC スキ

ル講習の実施回数 

対応回数 

 

週 2 回 

 

令和 3 年

10 ⽉ 

 

利⽤者が利⽤中は毎週⽕⽊に実施。講師担当者も選任(業

務委託契約) 

４６回 

２ 

(4-1)若年妊産婦シェルター退所

後の⽣活に関する相談 

相談対応件数 

⽀援機関との

調整回数 

必要な時に相談できる状

態 

令和 3 年

10 ⽉ 

 

これまで７件退所。すべて関係機関へリファー済み 

相談件数６０回 

２ 

(6-1)家庭環境の状況やシェルタ

ーに繋がった経緯のヒアリング及

び記録 

記録書類の枚

数 

 

実利⽤者 1 ⼈につき 1 枚 令和 3 年

10 ⽉ 

記録⽤紙の整備 

おにわへのエントリーシートを作成し、⾏政機関より提出

してもらっている。８件 

２ 

(7-1)定例事業運営会議の開催数 会議の開催数 毎⽉ 2 回定例（必要時に

不定期開催も想定) 

令和 3 年

10 ⽉ 

・定例事業運営会議（琉球⼤学・寮⺟・アソシア）の定例

会議は⽉２回実施（第 1・第３⾦曜⽇） 

事務局内会議=定例事業運営会議のイメージ。 

② 【連絡協議会の開催について】 

令和 4 年 2 ⽉に⺠間シェルターとの連絡協議会スタート  

計６回開催（2 か⽉に 1 回ペース） 

２ 
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(8-1)定例事業運営会議の個別ケ

ース相談件数 

相談件数 1 回 3 名程度の相談 令和 3 年

10 ⽉ 

 

連絡協議会という会議の場からというより。個別ケースの

相談がメインとなっている。 

・相談の受付⽅法 

関係団体からの問合せ 

アソシア本体事業からの問合せ 

 

対応⽅法 

・定例会議で優先順位を決める 

令和５年３⽉３１⽇時点で３８回開催 

２ 

(9-1)政策提⾔に向けた⾏政機関

との打ち合わせ回数 

実施回数 

 

3 回程度 令和 6 年

3 ⽉ 

知事・政策参与等からのヒアリング 3 回 

⼦ども未来政策課担当者が連絡協議会への参加 2 回 

沖縄県議会で取り上げられ正式に事業化する答弁あり（令

和 4 年 12 ⽉ 9⽇（⾦）） 

１ 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  1.達成の⾒込み   

2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
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3. (任意）活動に関する報告 
 令和 4 年度については実利⽤者７名、延べ８名の利⽤者が利⽤している。様々な背景をもつ利⽤者であるが、育児環境が整っていなかっ
たり、⺟親⾃⾝が精神疾患を抱えているケースもあり、⺟⼦の健康管理以外にも、退所後の⽣活環境を調整するため⾏政や他の関係機関、
医療機関との連携を多く要することがあった。また退所後の⽣活に関する相談やパートナーとの関係等の相談、第 2 ⼦妊娠等の相談も寄せ
られており、退所後も継続的な関わりが必要な⽅が多くいることが明らかになった。若年妊産婦にかかわる⽀援については⺟⼦保健のみな
らずソーシャルワーク的な視点から、地域⽣活にうまく橋渡しできる機能も必要だと思われる。 

また妊娠中から出産直後の利⽤者に対しては、就学継続の⽀援やキャリア⽀援について考えられることが少ない⽅も多く、⾜元の⽣活基
盤を整える⽀援に注⼒することが多かった⼀⽅で、同じ資⾦分配団体が実施するシングルマザー関係のキャリア⽀援の事業へ、シェルター
利⽤者がエントリーし将来の仕事へのステップを模索するなど、事業者同⼠の連携も⾒られた 1 年であった。 

3 年⽬を迎えるにあたり、若年妊産婦への⽀援の必要性が認知され、若年妊産婦に特化したシェルター事業を沖縄県実施の事業化が模索
されている。連絡協議会の⽴ち上げや⾏政の事業化というアウトカムも設定し、いずれも順調に進んでいると考えている。 

 
③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 

 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
 

2.広報制作物等 
 

3.報告書等 



5 
 

 
4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 

RBC 放送局 ⼦どもの⽀援者関係のシンポジウム 令和 5 年 1 ⽉ 
https://www.youtube.com/watch?v=xj4aRz5nSL8 
 

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
 
令和 4 年 12 月 9 日（金） 琉球新報 朝刊 
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④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 

þ完了  ☐整備中 
 
2. 整備が完了した規程類を web サイト上で広く⼀般公開していますか。 

þ全て公開した ☐⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 

 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 
☐はい  þいいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

現時点で変更なし 

 
 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
2. 内部通報制度は整備されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：☐内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIA の窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 



7 
 

4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 

þ内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 
 


